
高校教育指導課

産業教育担当

6775

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B39
高校生社会力育成事業 教育費 進路指導推進費

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 戦略項目

分野施策 030105 産業人材の確保・育成

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 6,400 6,400 △139

前年額 6,539 6,539

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

教育総
務費

教育連絡調整
費

事 業
期 間

平成16年度～ 根 拠
法 令

　地域の発展に貢献できる知識や技術を身に付けた人材
の育成が求められている。そこで、資格取得を積極的に
奨励したり、専門教育の学習成果を発表する機会を設け
たり、ボランティアによる学習支援などの取組を通して
自ら学ぶ意欲を高め、自らの進路実現に向け、主体的に
取組む力を育成する教育活動の実施が必要である。
（１）職業教育推進事業　　　　　　　　　6,068千円
（２）県立学校ボランティアバンクの活用　  332千円

（１）事業内容
　　ア　職業教育推進事業　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　     　　　6,068千円
　　　(ｱ)  高校生専門資格取得奨励　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　238千円
　　　　   専門資格の取得を積極的に奨励し、高校生の学習意欲の向上を図るとともに
　　　　 職業観を養い、就業意識の向上を図る。
　　　(ｲ)  埼玉県産業教育フェア(11月)　　　　　 　　                      　     5,830千円
　　　　　 専門高校の学習成果を発表する機会を設けることにより、確かな知識・技術を
         持った将来のスペシャリストを育成する。
　  イ　県立学校ボランティアバンクの活用　　　 　　　                           　 332千円
　　    ボランティアバンクの活用を通して、授業補助等の学習支援により、高校生が自ら
      の進路を主体的に選択する力を育てる。
（２）事業計画
　  ア　職業教育推進事業
      (ｱ)  資格取得表彰者数について毎年3,000名以上を達成目標とし、継続して専門資格取得を奨励する。
　　　(ｲ)  来場者数について毎年2万人以上を目標とし、専門高校の教育内容を広く県民に紹介し、専門教育に対する
　　　　 理解を促すとともに専門高校生の学ぶ意欲の向上を図る。
　　イ　県立学校支援ボランティアバンクの活用を継続し、ボランティアによる授業支援を通して、高校生の学習意欲
      の向上と進路を自ら切り拓く力を育てる。
（３）事業効果
　　ア　職業教育推進事業　　
　　　(ｱ)  高校生専門資格取得表彰者数　  平成21年度　 3,027人　平成22年度 　3,304人  平成23年度　 3,258人
　　　(ｲ)  埼玉県産業教育フェア来場者数　平成21年度　17,695人　平成22年度　21,350人　平成23年度　21,800人
　　イ　県立学校支援ボランティアバンクの登録者数　平成21年度 155人　平成22年度 172人　平成23年度 146人
（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携
　　ア　職業教育推進事業
　　　(ｱ)  専門資格等取得表彰認定委員会に民間企業や私立学校関係者等の有識者を含めている。
　　　(ｲ)  埼玉県産業教育フェアにおいて、民間企業等と連携し、ものづくり体験や商品開発等の実践を行っている。
  　イ　教師を目指す学生など、広く県民から県立学校支援ボランティアバンクへ登録をいただいている。

　(県10/10）

　9,500千円×0.6人=5,700千円

前年との
対比

― 教育局 B39 ―
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